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第 4 章 計画推進に向けて 

 

4-1 実施体制 

4-1-1 庁内のしくみ（四万十川再生事業推進 PT） 

本計画に掲げる施策は、水産資源の保護、河川環境の保全・再生、川や暮らしに対する学びの

促進、ツーリズムへの資源活用など、様々な分野にまたがっています。このため、それらの推進

にあたっては、四万十町の関係部局による所管事業の実施に加え、「四万十川再生事業推進プロ

ジェクトチーム（PT）」を四万十町としてのプラットフォーム（議論の場）と位置づけ、各課の

協働をもって取り組んでいきます（図 4-1）。 

 

 

図 4-1 四万十川再生事業推進プロジェクトチームの組織体制  
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4-1-2 流域全体の議論の場づくり 

第 3章に示した「将来像」の実現に向けては、四万十町のみならず、漁協、河川管理者、学校、

関連団体など、立場の異なる様々な主体の協力・連携が欠かせません。アユをはじめ、四万十川

の水産資源の保護を強化するためには、漁業権や水利権といった主体間の利害関係を超え、第 2

章に述べた課題に向き合い、それらを一つひとつ解決していく姿勢が求められます。また、地域

の経済循環を後押ししうる四万十川の活用を図るうえでも、個々の施策や取組が相乗的に効果

を発揮できるような方向づけが望まれます。あらゆる分野で人手不足が顕在化し、深刻化するな

か、必要な情報とマンパワーを共有して本計画の推進を図っていくことが必要です。ここでは、

「四万十川保全活用推進協議会」（仮称）を位置づけますが、四万十川に関する情報の一元化、

効率的な施策の遂行を目指した体制を検討します（図 4-2）。 

さらに、四万十川流域には水産資源、自然環境、川のアクティビティ、地域ブランディング、

文化的景観などの諸分野において、協議会や NPO等のプラットフォームがあります。これらの

団体組織にも本計画の「将来像」を共有してもらい、自らの立場と役割を再認識しつつ協働して

いけるよう、本計画において緩やかなネットワークの構築を目指します。主体間の利害調整や活

動のための財源確保など超えるべき様々なハードルもありますが、広く四万十川流域の情報と

マンパワーを共有し、多くの住民と流域外からの「四万十川ファン」が楽しみながら関われる場

づくりに努めます。 

 

図 4-2 保全と活用に関する議論の場のイメージ  
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4-2 取組の進め方 

 

第 3章に述べた個々の取組は、関連主体の協力・連携のもと、表 4-2に示す役割分担とスケジ

ュールのもとに推進していきます。また、すでに町として実施している事業（表 4-1）は、本計

画の取組でもあることを明確に位置づけ、その円滑な推進を図ります。 

なお、5 年後の 2022 年度末に各取組の実施状況をチェックし、必要に応じて計画の見直しを

行います。 

 

表 4-1 本計画が掲げる取組に関係する四万十町の既往事業 

施策分野 名称 内容 所管 

経済循環につな
がるアユなどの
水産資源の活用 

各種イベント ＊東京での物産販売イベントへの参加 

＊隅田川まつりへの参加（東京四万十会） 

にぎわい創出課 

利用価値を高め
る川のフィール
ド利用 

各種イベント ＊四万十川桜マラソン／四万十川ウルトラマラソン 

＊2River View Ride（サイクリングイベント） 

＊足摺・四万十無限大チャレンジライド（ 〃 ） 

四万十川流域観光振
興連絡協議会の取組 

四万十川流域の観光案内パンフレットの作成 

文化継承につな
が る 活 動 の 存
続・発展 

文化的景観の構成要
素についての勉強会 

四万十川流域の文化的景観の価値および構成要素に
ついて理解を深めるための勉強会（四万十川流域文
化的景観連絡協議会における流域 5 市町連携事業） 

生涯学習課 

天然アユの資源
回復 

水産多面的機能発揮
対策支援交付金 

河原の雑草木やゴミの除去、親水空間の整備、水生生
物調査などの支援 

農林水産課 

種苗放流 アユ・ウナギ・アマゴの種苗放流の実施 

鳥獣被害対策事業 カワウの駆除に対する補助（報奨金 3,000 円/羽） 林業振興室 

アユが生活する
環境の改善 

四万十川流域豊かな
森林保全整備事業 

森林所有者の負担軽減（切捨間伐、搬出間伐、作業道
の開設などの国庫および県単事業に採択されたもの
に対する上乗せ補助） 

合併処理浄化槽設置
整備事業 

合併浄化槽の普及や家庭排水等に関する意識啓発 環境水道課 

水質調査 高知県の調査と同じ項目・方法での水質調査（県調査
と異なる 10 地点で実施中） 

濁水対策 水田の代掻き濁水の河川への流出防止に向けた普及
啓発（浅水代掻きなど） 

企 画 課 四 万 十 川
対策室 

地域のためにで
きることを考え
る人づくり 

社会科見学 町内の小学生を対象とした四万十川方式浄化施設の
処理機能の見学 

環境水道課 
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四万十町

おもな担当課室 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

○ ○ にぎわい創出課

○ にぎわい創出課

○ ○ 教育委員会

○ ○ 農林水産課

○ ○ にぎわい創出課

○ にぎわい創出課

○ ○ にぎわい創出課

○ ○ にぎわい創出課

○ にぎわい創出課

○ にぎわい創出課

○ 建設課

05 受入れ態勢の整備促進 ○ にぎわい創出課

○ にぎわい創出課

○ にぎわい創出課

○ ○ にぎわい創出課

○ ○ にぎわい創出課

○ 教育委員会

○ 教育委員会

○ 企画課四万十川対策室

○ 企画課四万十川対策室

○ 農林水産課

○ 農林水産課

○ 農林水産課

○ ○ 農林水産課

○ ○ 四万十川対策室

○ ○ ○ 四万十川対策室

11 瀬と淵のある河床の保全・再生 ○ 建設課／教育委員会

12 河川の連続性の確保 ○ ○ 建設課

○ 四万十川対策室

環境水道課

環境水道課

○ 環境水道課

農林水産課

農林水産課

農林水産課

○ 農林水産課

農林水産課

農林水産課

○ 四万十川対策室

○ 四万十川対策室

○ 教育委員会

○ 教育委員会

○ 教育委員会

○ ○ ○ 四万十川対策室

○ ○ ○ 四万十川対策室

○ 四万十川対策室

○ 四万十川対策室

注）おもな担当課室には、大正･十和総合振興局を含む。

情報提供の窓口の整理（ポータルサイトなど）

基礎情報のデータベース化

18 議論の機会・協働の場の創出
シンポジウム開催等の支援

テーマに応じた新たな議論の場の構築

分野ごとの人材の掘り起こし

遊び・学びをガイドできる人材の育成（ガイド養成研修など）

16 子どもたちの学習機会の拡充

四万十川の価値を学ぶ体験学習プログラムの拡充

学んだことを発表する機会の拡充

地域資源を活かして自分にできることを考える機会の拡充

地域のためにで

きることを考え

る人づくり

15
四万十川を守り活かす人材の確

保・育成

あらゆる立場の

人が語り合える

場づくり

17
四万十川に関する情報の一元化

と共有

生産体制の整備と販路の確保

作業道の整備と河川環境の配慮した森林整備の促進（四万十川流域豊かな森林保

全整備事業の継続）

担い手の育成

ニホンジカ対策の推進

河畔林の保全・再生

河川管理者との連携による河岸・河床地形の保全・再生（護岸・道路擁壁工事等

における近自然工法の展開など）

アユ遡上性に課題のある魚道の改修

13 水質の維持・向上

既往の水質調査の継続

生活排水処理施設の導入と適切な維持管理（公共下水道・農業集落排水・四万十

川方式など）

高度処理が可能な合併処理浄化槽の普及促進（合併処理処理浄化槽設置整備事業

の継続）

各家庭でできる生活排水対策の普及啓発（水切りネットの使用、使用水の再利

用、環境負荷が少ない洗剤等の使用など）

環境保全型農業の推進（化学肥料や農薬の低減・畜産堆肥の利用拡大など）

天然アユの遡上尾数の目標設定

10月前半における禁漁期間・禁漁区間の設定の検討

火振り漁の制限の検討

種苗放流と有害鳥獣の駆除

10
継続的な調査活動と流域間の連

携

専門機関の協力・支援を活かした科学的・定量的な調査の継続

アユ資源の保護意識の共有・保護活動の実践に向けた流域連携の呼び掛け

天然アユの資源

回復

09
親魚の保全による資源の底上げ

（漁獲圧の適正化）と保護策

環境の改善

14
森林の保全・再生（公益的機能

の維持・向上）

文化継承につな

がる活動の存

続・発展

06
伝統ある祭り・イベントなどの

継承

継承の要となる若い世代の確保

地域へのマンパワーの供給

友釣りイベントの導入

07 文化的景観の活用促進

アユ火振り漁の見学ツアー

文化的景観の構成要素についての勉強会

文化的景観を活かしたエコツアー

08
地域資源の活用・連携による新

たな価値の創出

川の瀬・淵・岩場などの名前・いわれの保存・活用

川沿いの集落や流域に展開する遊び・学びのルートづくり

歴史文化で付加価値を高めた川の幸などの商品開発

アユ・ウナギ以外の水産資源の利用促進・ブランド化

通販・ネット販売のチャンネル拡大（全国に四万十川の幸が流通することでブラ

ンド力強化を後押し）

利用価値を高め

る川のフィール

ド利用

04
釣りや川での体験・アクティビ

ティの拡充

シーズン中のマンパワー確保の仕組みづくり

オフシーズン・雨天時の観光メニュー開発

水辺および既存施設の活用に向けた再整備

宿泊の受入人数拡大に向けた検討

期間

経済循環につな

がるアユなどの

水産資源の活用

01
アユをはじめとする水産物の提

供サービスの拡充

消費地の需要に応じたアユの出荷体制の強化

いつ来ても町内で天然の川の幸・伝統料理が食べられる環境整備

02

基本

方針
施策 取組 漁協

河川

管理者

各種

団体

水産物利用の拡大
学校給食への川の幸・伝統料理の導入

コイ・ウグイ・ナマズなどの食材利用

03 四万十アユのブランド化

四万十アユのブランド確立（より高い付加価値）

検討 実施

①

ア
ユ
な
ど
の
水
産
資
源
と
川
を
よ
り
よ
く
活
か
す

②

天
然
ア
ユ
を
増
や
す

③

関
わ
る
人
を
育
て
る

中間チェック
▼

表 4-2 本計画が掲げる取組の主な実施主体および実施スケジュール 
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